
1 

 

NEWS LETTER  

 

表紙・目次・お知らせ P1 生き物の死にざま② P7 

個人懇談・検定スケ P2 生き物の死にざま③ P8 

カレンダー・パーフェクトゼミ P3 算数オリンピック問題 P9 

SDGsとは？ P4 算数五輪解答・応仁の乱 P10 
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全塾休み   8/11～8/15 

Kato Tutoring School 

きびしく教え、あたたかく育む 

9/20(日)・9/21(月) 

 

苦
し
く
て
苦
し
く
て
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
た
と
き
、

あ
の
ポ
ス
ト
ま
で
は
頑
張
ろ
う
、
あ
の
電
柱
ま
で
行
っ
た

ら
歩
こ
う･･

･

、
そ
う
や
っ
て
ぼ
く
は
走
り
続
け
ま
し
た
。 

人
間
に
与
え
ら
れ
た
最
大
の
力
は
努
力
で
き
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
無
駄
に
終
わ
る
努
力
な
ど
あ
り
得
ま
せ

ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
君
原 
健
二
〉 
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〈税込〉 

２．検定試験について 

 申込締切 検定実施日 

漢字検定 12/24(木) 1/30(土) 

数学(算数)検定 1/13(水) 2/13(土) 

英語検定 12/10(木) 1/23(土) 

※中3の2学期までに各検定の3級以上を取得することをめざし、段階的に受験し

ていきましょう。 

1. 個人懇談のお知らせ 

君
原
健
二 

一
九
四
一
年
三
月
二
〇
日
、
福
岡

県
北
九
州
市
生
ま
れ
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
は
三
大
会
連
続
で
男
子

マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表
と
し
て
出
場

し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
８

位
。
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
ル
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
５
位
。 

君
原
は
一
九
七
三
年
第
一
線
を
退

い
た
が
、
そ
の
後
も
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
を
走
り
続
け
て
い
る
。 

二
〇
一
六
年
の
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ

ン
に
も
七
五
歳
で
出
場
し
完
走
し

て
い
る
。 

生
涯
通
算
七
四
回
の
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
に
参
加
し
、
七
四
回
完
走
し
て

い
る
。
一
度
も
途
中
棄
権
が
な

い
。 

〈盟友 円谷幸吉〉 

加藤学習塾では下記の要領で本年度第３回の個人懇談を行います。短い時間の中ではございます

が、学習全般に関すること・春期講習などについてご相談したいと思っております。お忙しい中は

なはだ恐縮ではございますが、万障お繰り合わせの上ご来塾くださるようご案内申し上げます。 

期間 令和3年２月7日(日)～２月14日(日) 

懇談可能な時間 

※教室により 

多少異なります 

(月)～(金) 

(土) 

(日) 

9:00～16:00 

終日授業のため不可 

9:00～20:00 

場所 加藤学習塾各教室 

記 
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３.  塾カレンダー 〈1月～3月〉 

1/16 土 パーフェクトゼミ② 1/31 日  2/15 月  

1/17 日 休み 2/1 月  2/16 火  

1/18 月  2/2 火  2/17 水  

1/19 火  2/3 水  2/18 木  

1/20 水  2/4 木  2/19 金  

1/21 木  2/5 金  2/20 土 パーフェクトゼミ⑦ 

1/22 金 2/6 土 パーフェクトゼミ⑤ 2/21 日   

1/23 土 2/7 日 懇談週間 2/22 月  英検実施・パーゼミ③ 

1/24 日 2/8 月  2/23 火  休み 

1/25 月 2/9 火  2/24 水   

1/26 火  2/10 水  2/25 木  

1/27 水 引落し日 2/11 木  2/26 金  

1/28 木  2/12 金  2/27 土 パーフェクトゼミ⑧ 

1/29 金  2/13 土 数検実施・パーゼミ⑥ 2/28 日  

1/30 土 漢検実施・パーゼミ④ 2/14 日 懇談週間終了 3/1 月 引落し日 

 《週末を活用した入試必勝パーフェクトゼミ》 

前期日程〈全8回〉 

文系日・理系日は交互 

後期日程〈全9回〉 

文系日・理系日は交互 

終了 
1/9, 1/16, 1/23, 1/30, 2/6 

2/13, 2/20, 2/27, 3/6 

※学校行事等で土曜日が無理な場合は、翌日の

日曜日に振り替えます。 

途中からの参加も可能 
時間割 

文系の日 理系の日 時間 

英語 数学 9:00～10:15 

国語 理科 10:20～11:35 

11:35～12:15 昼休み  

社会 数学 12:15～13:30 

後期ただ今進行中 
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blowing into 

   Education 
 

持続可能な開発目標【SDGs】とは？ 

SDGsは「Sustainable Development Goals」の略

で、「エスディージーズ」と読みます。英語の意味は

「サステナブル＝持続可能な」「ディベロップメント

＝開発」「ゴールズ＝目標」となり、「持続可能な開

発目標」という意味です。 

石油をはじめとする地球の資源は有限で、このまま使

い続けていけばいずれ底をつきます。また、今世紀に

入ってから気候変動が急激に深刻化し、貧富の格差は

かつてない程に広がり、紛争が発生し、それに伴い難

民・避難民の数が増えています。 

このままでは、地球という星を人間が住める形で子ど

も達、孫達、その先の世代につないでいくことができ

ない。そうした強い危機感のもと、未来への道しるべ

として定めたものが「持続可能な開発目標＝SDGs」

なのです。 

SDGsは2015年9月の国連サミットで、161か国の加

盟国首脳により全会一致で採択され、2030年までの 

国際社会の指針となりました。この採択に至るまで

に、各国政府だけでなく経済界やNGOなども参加し

た数年に及ぶ議論・交渉を経ています。 

環境問題、貧困問題、食料問題に対して個別に対処

するのではなく、「環境」「社会」「経済」の側面

をすべて、まとめて推し進めることで「誰ひとり取

り残さない」世界を作るという、とてもチャレンジ

ングな「世界が約束し合った目標」なのです。 

SDGsの17の目標】 

①貧困をなくそう②飢餓をゼロに③すべての人に健

康と福祉を④質の高い教育をみんなに⑤ジェンダー

平等を実現しよう⑥安全な水とトイレを世界中に 

⑦エネルギーをみんなにそしてクリーンに⑧働きが

いも経済成長も⑨産業と技術革新の基盤をつくろう 

⑩人や国の不平等をなくそう 
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⑪住み続けられるまちづくりを⑫作る責任、使う責任⑬気象変動に具体的な対策を⑭海の豊かさを守ろう⑮陸の豊

かさも守ろう⑯平和と公正をすべての人に⑰パートナーシップで目標を達成しよう              

以上がSDGsの17の目標です。 

5G(第5世代移動通信システム)がSDGs(持続可能な開発目標)の実現に果

たす役割とは？ 

5Gとは、携帯電話などに用いられる通信規格の5世代目とい

う意味で、「5th Generation」の略称です。日本語では

「第5世代移動通信システム」と表記されます。  

5Gはスマホのためだけのものではありません。現在、さま

ざまなモノがインターネットに接続され連携されるIoT技術

の実用化が進んでいます。IoTとは「Internet of Things」

の略称で、「モノのインターネット」のことです。このIoT

技術でインターネットにつながれるあらゆる機器が活用され

るためには、５Gの普及が必要とされているのです。  

5Gの技術がもたらす産業の変化 

最新の通信技術である5Gの性能は「高速大容量」「低遅

延」「多数同時接続」という3つのキーワードで表されま

す。簡単に言うと、通信速度が速く、通信状況による遅延

(タイムラグ)が少なく、多くの機器で接続してもスムーズに 

使えるということです。その性能は4Gに比べ、通信速

度は20倍、遅延は10分の1、同時接続台数は10倍とも

言われています。 

たとえば5Gなら、4Kや8Kといった高解像度の動画をリ

アルタイムで遅延なく見ることができます。また、自

動車の自動運転やロボットの遠隔操作などの場面で

は、データのやりとりが遅れることが致命的なエラー

につながりますが、5Gを使うことができれば遅延の心

配はクリアできるのです。さらに、家中のモノをIoTで

つないで管理するスマートホームで多数の機器をイン

ターネットに接続しても、すべてをスムーズに使うこ

とができます。 

こうした特徴から5Gは、以下のような新しい技術や

サービスを生み出す基盤となりえます。 

①移動中の高速大容量のデータ通信②自動車の自動運

転の安全性向上③工場や建設現場で使われる機器の遠

隔操作④病院内の機器や院内設備のIoT化⑤気象や土壌

をモニタリングするセンサーとAIの活用による農業の

効率向上⑥小売店でのリアルタイムの在庫管理や自動

発注⑦大容量のファイルの送受信やビデオ通話などテ

レワークの推進 

このように5Gは、さまざまな産業・分野において大き

な変化をもたらすと期待が高まっているのです。 
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ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
ミ 

 

 
生
き
物
の
死
に
ざ
ま
① 

 
 

稲
垣 

栄
洋 

老
化
し
な
い
奇
妙
な
生
き
物 

そ
の
動
物
は
、
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
ミ
と
い
う

奇
妙
な
名
前
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
。 

ハ
ダ
カ
は
裸
、
デ
バ
は
出
歯
、
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
ま
ま
、
ハ
ダ
カ
で

出
っ
歯
な
ネ
ズ
ミ
と
い
う
意
味
な
の
だ
。 

何
と
い
う
名
前
を
つ
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

し
か
し
姿
を
見
れ
ば
、
そ
の
名
前
に
も
納
得

さ
せ
ら
れ
る
。 

体
に
は
毛
が
な
く
赤
裸
で
、
口
を
閉
じ
て
も

歯
が
出
て
い
る
。
ず
い
ぶ
ん
と
奇
妙
な
見
た

目
で
あ
る
。 

ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
ミ
は
地
下
に
ト
ン
ネ
ル
を

掘
り
、
植
物
の
根
な
ど
を
餌
に
し
て
生
活
し

て
い
る
。
ト
ン
ネ
ル
の
中
は
温
度
が
安
定
し

て
い
る
た
め
、
保
温
の
た
め
の
体
毛
は
退
化

し
、
ま
た
、
口
を
閉
じ
た
ま
ま
ト
ン
ネ
ル
を

掘
れ
る
よ
う
に
歯
が
出
た
構
造
に
進
化
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
生
物
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
世
紀

も
後
半
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。 

東
ア
フ
リ
カ
の
乾
燥
地
帯
の
地
下
で
生
活
を
し
て
い

た
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
ミ
は
、
こ
れ
ま
で
人
々
の
目
に

触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
だ
。 

発
見
さ
れ
て
間
も
な
い
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
ミ
に
は
未

だ
謎
が
多
い
が
、
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
、
こ
の
生

物
は
極
め
て
奇
妙
な
哺
乳
類
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
。 

ネ
ズ
ミ
の
仲
間
に
し
て
は
奇
妙
な
見
た
目
を
し
て
い

る
が
、
そ
の
生
態
は
さ
ら
に
奇
妙
で
あ
る
。 

じ
つ
は
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
ミ
は
哺
乳
類
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
地
中
生
活
を
す
る
昆
虫
の
ア
リ
に
生

態
が
似
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ア
リ
の
巣
の
中
で
は
、
卵
を
産
む
女
王
ア
リ
と
、
巣

の
世
話
を
す
る
働
き
ア
リ
、
巣
を
守
る
兵
隊
ア
リ
な

ど
の
役
割
分
担
が
あ
る
。
そ
し
て
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ

ミ
に
も
、
ア
リ
と
同
じ
よ
う
に
地
中
に
コ
ロ
ニ
ー
を

作
り
、
子
ど
も
を
産
む
た
っ
た
一
匹
の
繁
殖
メ
ス
の

女
王
と
、
少
数
の
繁
殖
オ
ス
の
他
に
は
、
オ
ス
も
メ

ス
も
生
殖
器
官
が
未
発
達
で
、
子
孫
を
残
す
こ
と
の

な
い
ソ
ル
ジ
ャ
ー
と
ワ
ー
カ
ー
と
に
役
割
分
担
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
何
と
奇
妙
な
哺
乳
類
だ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
繁
殖
行
為
を
す
る
個
体
と
し
な
い
個

体
が
役
割
分
担
を
す
る
性
質
は
「
真
社
会
性
」
と
呼

ば
れ
て
い
て
、
昆
虫
で
は
ア
リ
の
他
に
も
、
ハ
チ
や

ミ
ツ
バ
チ
な
ど
に
広
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
昆
虫

と
は
別
の
進
化
を
遂
げ
た
哺
乳
類
の
仲
間
で
は
、
極

め
て
珍
し
い
性
質
で
あ
る
。 

も
っ
と
も
、
哺
乳
類
で
あ
る
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
ミ

は
、
ア
リ
や
シ
ロ
ア
リ
と
は
異
な
る
こ
と
も
あ
る
。 

さ
、
さ
、
寒

い

っ

す
。
ど
な
た
か
ホ
ッ

カ
イ
ロ
を
分
け
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。 

 



7 

 

アリやシロアリはクローンの子孫を残すことがで

きるが、哺乳類はクローンの子孫を作れない。ま

た、アリやシロアリは一日に数十から数百個の卵

を毎日生み続けることができるが、ハダカデバネ

ズミは二カ月余りの妊娠期間があり、他のネズミ

と同じように一回あたりの出産数は１０匹程度で

ある。 

またハダカデバネズミは、アリやシロアリのよう

に明確に階級が分かれているわけではない。どの

メスも女王になり、どのオスも王になる資格があ

る。そのため、女王は群れの秩序を守るために常

に巣を回りながら、フェロモンを分泌し、ワー

カーたちの繁殖行動を抑える。謀反は許さないの

だ。 

さらには、ワーカーと呼ばれる個体も、生まれな

がらのワーカーではない。ワーカーは女王の糞を

食べることで初めて母性を獲得し、女王の産んだ

子どもを育てるようになると言われている。 

それだけではない。ハダカデバネズミには、さら

に不思議なことがある。 

驚くべきことに、老化現象が見られないのであ

る。そのため、その生態を解明することは、不老

長寿の実現につながるのではないかと期待されて 

いる。 

もっとも、毛が生えていなくて、しわくちゃな肌

をしたハダカデバネズミは、年齢にかかわらず、

どの個体も年老いて見える。若いときに老け顔の

人は、歳をとっても変わらないとよくいうが、老

いた体に見えるハダカデバネズミも老化しないと

いうのだ。 

「老化しない」ことは不思議に思えるが、よくよ

く考えてみれば、本当は「老化する」ことの方が

不思議である。 

私たちは、歳をとると体にガタがくるのは、当た

り前と思うかもしれないが、そうではない。 

確かに家電製品や自動車は、年数が経てば古くな

る。 

しかし、人間の体はずっと同じものを使い続けて

いるわけではない。人間の体は細胞分裂を繰り返

しており、常に新しい細胞が生まれ続けているの

である。 

たとえば、肌の細胞であれば、一カ月ですべて新

しく生まれ変わる。そのため、私たちの体は生ま

れたての細胞で包まれている。生まれたての赤ん

坊と同じなのだ。 

生き物の死にざま② 
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生き物の死にざま③ 

し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
肌
は
ど
う
見
て
も
赤

ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
ピ
チ
ピ
チ
で
は
な
い
。 

そ
れ
は
、
細
胞
が
老
化
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

持
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。 

も
と
も
と
、
細
胞
分
裂
を
繰
り
返
す
だ
け
の
単
細
胞

生
物
は
「
老
い
て
死
ぬ
」
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
単
細
胞
生
物
が
多
細
胞
生
物
へ
と
進
化
を
し
て
い

く
過
程
で
、
生
命
は
「
老
い
て
死
ぬ
」
と
い
う
仕
組

み
を
作
り
出
し
た
の
だ
。 

「
古
い
も
の
を
壊
し
、
新
し
い
も
の
を
創
り
上
げ

る
」
こ
れ
が
、
生
命
が
作
り
出
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
「
死
ぬ
こ
と
の
な
い
」
単
細
胞
生
物

は
古
い
タ
イ
プ
で
あ
り
、
「
老
い
て
死
ぬ
」
生
物

は
、
新
し
く
高
度
な
タ
イ
プ
な
の
で
あ
る
。 

細
胞
の
中
の
染
色
体
に
は
、
テ
ロ
メ
ア
と
い
う
部
分

が
あ
る
。
こ
の
テ
ロ
メ
ア
が
、
細
胞
分
裂
を
す
る
た

び
に
短
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
老

化
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。 

テ
ロ
メ
ア
は
老
い
て
死
ぬ
た
め
に
用
意
さ
れ
た
タ
イ

マ
ー
で
あ
る
。
テ
ロ
メ
ア
が
刻
々
と
死
へ
の
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
を
刻
ん
で
い
く
の
だ
。 

テ
ロ
メ
ア
さ
え
な
け
れ
ば
、
人
は
老
化
す
る
こ
と
な

く
、
不
老
不
死
が
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

考
え
も
あ
る
。 

し
か
し
、
生
物
は
わ
ざ
わ
ざ
テ
ロ
メ
ア
を
進
化
さ
せ

て
き
た
。 

生
物
は
進
化
の
過
程
で
、
生
存
に
不
必
要
な
遺
伝
情

報
は
淘
汰
し
た
り
、
機
能
し
な
い
仕
組
み
を
退
化
さ

せ
て
き
た
。
も
し
、
老
化
す
る
仕
組
み
が
生
物
に

と
っ
て
不
利
な
性
質
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
生
物
は
自 

ら
の
遺
伝
子
か
ら
テ
ロ
メ
ア
を
取
り
除
い
た
り
、

機
能
を
抑
制
す
る
く
ら
い
の
こ
と
は
、
と
っ
く
に

実
現
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。 

テ
ロ
メ
ア
は
、
生
物
が
自
ら
獲
得
し
た
時
限
装
置

で
あ
る
。
「
老
い
て
死
ぬ
」
こ
と
は
、
生
物
が
望

ん
で
い
る
こ
と
な
の
だ
。 

生
命
は
世
代
交
代
を
進
め
る
た
め
に
、
「
老
い
て

死
ぬ
」
と
い
う
仕
組
み
を
作
り
出
し
た
。
し
か

し
、
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
ミ
は
こ
の
老
化
と
い
う
仕

組
み
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
。 

イ
ル
カ
の
足
が
退
化
し
た
り
、 

モ
グ
ラ
の
眼
が
退
化
し
た
り
、 

人
間
の
し
っ
ぽ
が
た
い
か
し
た
り 

し
た
よ
う
に
、
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ 

ズ
ミ
は
、
老
化
す
る
と
い
う
生
物 

の
根
源
的
な
性
質
を
退
化
さ
せ
た 

の
で
あ
る
。 

 

ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
ミ
が
「
老
化
」 

と
い
う
仕
組
み
を
退
化
さ
せ
、 

不
老
長
寿
と
な
っ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。 

 

た
だ
、
推
定
で
き
る
要
因
は
あ
る
。
ハ
ダ
カ
デ
バ

ネ
ズ
ミ
は
餌
が
少
な
い
乾
燥
地
帯
を
生
き
抜
く
た

め
に
、
地
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
生
活
を
し
て

い
る
。
子
ど
も
を
産
む
繁
殖
メ
ス
、
巣
を
守
る
ソ

ル
ジ
ャ
ー
、
餌
を
集
め
た
り
巣
の
世
話
を
す
る

ワ
ー
カ
ー
と
い
っ
た
分
業
の
進
ん
だ
群
れ
を
作
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
厳
し
い
環
境
を
生
き
抜
こ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
ア
リ
や
シ
ロ
ア
リ
な
ど
分
業
化

し
た
社
会
を
作
る
昆
虫
で
は
、
繁
殖
を
す
る
メ
ス
は
長

生
き
す
る
。
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
ミ
も
よ
り
多
く
子
孫
を

増
や
す
た
め
に
繁
殖
メ
ス
は
長
生
き
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

そ
れ
で
は
、
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
の
ワ
ー
カ
ー
が
老
化
し

な
い
の
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
。 

繁
殖
メ
ス
が
次
々
に
子
ど
も
を
産
ん
で
、
コ
ロ
ニ
ー
を

大
き
く
し
て
い
く
か
ら
、
群
れ
を
構
成
し
て
い
る
ワ
ー

カ
ー
た
ち
は
、
す
べ
て
一
匹
の
繁
殖
メ
ス
か
ら
生
ま
れ 

 

兄
弟
姉
妹
と
な
る
。 

 

一
般
的
に
は
、
動
物
は
子
ど
も
を 

 

産
み
、
そ
の
子
ど
も
が
ま
た
子
ど 

 

も
を
産
み
、
と
い
う
よ
う
に
世
代 

 

交
代
を
進
め
な
が
ら
増
え
て
い
く 

 

く
。
こ
う
し
て
新
し
い
個
体
に
遺 

 

伝
子
が
引
き
継
が
れ
、
古
い
個
体 

 

は
不
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、 

 

古
い
個
体
は
老
い
て
死
ぬ
の
で
あ 

る
。
し
か
し
、
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
は
生
ま
れ
た
子
ど
も

は
み
ん
な
ワ
ー
カ
ー
で
子
ど
も
を
産
む
こ
と
が
な
い
か

ら
、
世
代
交
代
を
す
る
こ
と
が
な
い
。
兄
弟
姉
妹
を
増

や
し
て
い
く
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
の
繁
殖
方
法
で
あ
れ

ば
、
古
い
個
体
が
死
ぬ
必
要
が
な
い
。
む
し
ろ
、
古
い

個
体
も
、
新
し
い
兄
弟
姉
妹
と
同
じ
よ
う
に
巣
の
た
め

に
働
い
た
ほ
う
が
、
集
団
は
大
き
く
な
る
し
、
集
団
の

力
に
も
な
る
。
そ
の
た
め
、
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
は
老
化

す
る
こ
と
な
く
長
生
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

と
は
い
え
、
す
べ
て
の
哺
乳
類
が
老
化
し
て
い
く
中
で 

 テロメア 
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算数オリンピック問題 

 
 

 

(解答は10ページ) 

 

生
き
物
の
死
に
ざ
ま
④ 

で
、
老
化
し
な
い
と
い
う
性
質
は
本
当
に
不
思
議
で
あ
る
。
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
ズ
の
寿
命
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
こ
れ
ま
で
、
三
〇
年
を
超
え
て
生
き
て
い
る
長
寿
な
個
体
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
の

寿
命
は
長
く
て
も
数
年
程
度
一
般
的
だ
か
ら
、
三
〇
年
と
は
、
不
老
長
寿
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
長
生
き
で
あ

る
。 

さ
ら
に
は
、
病
気
に
も
強
く
、
が
ん
に
な
り
に
く
い
仕
組
み
も
持
っ
て
い
る
て
い
う
か
ら
、
う
ら
や
ま
し
い

限
り
だ
。 

も
っ
と
も
、
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
は
、
老
化
現
象
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
だ
け
で
、
死
な
な
い
わ
け
で
は
な
い
。 

一
般
に
、
哺
乳
類
は
歳
を
と
れ
ば
と
る
ほ
ど
、
老
化
が
進
み
、
体
が
弱
っ
た
り
、
病
気
に
か
か
り
や
す
く

な
っ
た
り
し
て
、
死
亡
率
が
上
が
っ
て
い
く
。
と
こ
ろ
が
、
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
は
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
死
亡

率
が
一
定
な
の
で
あ
る
。 

こ
れ
が
、
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
が
不
老
長
寿
と
言
わ
れ
る
由
縁
で
あ
る
。 

病
気
に
強
い
と
は
い
っ
て
も
、
病
気
に
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
自
然
界
で
は
、
傷
つ
い
た
り
ケ

ガ
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
老
化
が
な
く
、
老
衰
で
死
ぬ
こ
と
の
な
い
ハ
ダ
カ
デ
バ
ネ
の
最
期
は
、
病
気
や
ケ

ガ
な
ど
で
あ
る
。
老
衰
で
死
ぬ
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
だ
。 

た
だ
、
歳
を
と
る
ほ
ど
体
が
弱
っ
て
事
故
に
あ
い
や
す
い
と
か
、
病
気
に
か
か
り
や
す
い
と
い
っ
た
こ
と
で

は
ま
っ
た
く
な
い
よ
う
だ
。
若

い
個
体
で
あ
っ
て
も
、
歳
を
経

た
個
体
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の

割
合
で
、
同
じ
よ
う
に
事
故
に

あ
っ
て
死
ん
だ
り
、
病
気
に

な
っ
て
死
ん
だ
り
す
る
の
で
あ

る
。 

老
い
る
こ
と
は
な
く
て
も
、
死

は
常
に
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る
。 

た
だ
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
な
の

で
あ
る
。 

 

10個以上、99個以下のミカンがある。 

このミカンについて、次のことが分かっている。 

1. 1個足すと、2人で等しい数ずつ分けることができる。 

2. 2個足すと、3人で等しい数ずつ分けることができる。 

3. 3個足すと、4人で等しい数ずつ分けることができる。 

4. 4個足すと、5人で等しい数ずつ分けることができる。 

ミカンは全部で何個あるだろうか。 
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算数オリンピック解答 

〈答え〉 ６１ 

解説 

４より、ミカンの個数の一の位は１か６である。 

１より、ミカンの個数は奇数であり、だから一の位は１である。 

ここで、「各桁の数を足して３で割り切れる数は３の倍数」であ

ることを思い出そう。 

２より、２個足した時、一の位は１＋２＝３になるので、ミカン

の個数の十の位は３か６か９である。つまり、ミカンの個数は 

３１個か６１個か９１個である。 

３より、３１、６１、９１のうち、３足した時に４で割り切れるのは 

６１だけである。 

ミカンの個数は６１個であることがわかる。 

 
こうした問題はいつも、条件をどう順序だてて使う

かがポイントになるよ。うまく使えば要領よく解くこと

ができるけど、使う順序を間違えると混乱してしま

うんだ。条件をよく見ると、条件４から始めればい

いことがわかるよね。 

応
仁
の
乱 

 

京
都
を
中
心
に
し
て
全
国
で
十
年
以
上
も
続
い
た
Ｏ

応
仁
の
乱
は
、
社
会
や
制
度
を
大
き
く
変
え
た
。 

 

ま
ず
従
来
の
身
分
制
度
が
崩
れ
た
。
東
西
陣
営
と

も
、
戦
い
に
勝
つ
た
め
に
、
家
格
に
囚
わ
れ
ず
、
勢
力

を
持
つ
者
た
ち
を
守
護
職
に
就
け
た
か
ら
だ
。
さ
ら
に

一
四
七
五
年
に
、
足
利
義
政
が
「
諸
国
の
沙
汰
は
力
次

第
で
あ
る
」
と
述
べ
た
こ
と
に
よ
り
、
法
秩
序
も
乱
れ

た
。
家
格
に
関
係
な
く
、
実
力
あ
る
領
主
が
各
地
に
誕

生
し
、
こ
れ
ら
が
後
に
戦
国
大
名
へ
と
成
長
し
て
い

く
。 

 

そ
れ
ま
で
有
力
武
将
は
す
べ
て
源
氏
や
平
氏
の
流
れ

を
汲
む
者
、
つ
ま
り
天
皇
の
血
統
に
連
な
る
者
が
尊
ば

れ
た
わ
け
だ
が
、
応
仁
の
乱
以
降
は
血
統
と
は
無
縁
の

実
力
者
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

戦
国
時
代
を
象
徴
す
る
「
下
剋
上
」
と
は
「
下
の
者

が
上
の
者
に
剋
つ
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
あ
る
。
ま

た
地
方
領
主
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
荘
園
が
奪
わ
れ
、
公

家
の
収
入
が
激
減
し
、
朝
廷
の
勢
力
が
一
層
弱
ま
っ
た

時
代
で
も
あ
る
。 

 

大
和
朝
廷
誕
生
か
ら
脈
々
と
続
い
て
い
た
伝
統
的
な

社
会
制
度
や
通
念
は
、
応
仁
の
乱
に
よ
っ
て
一
気
に
崩

壊
し
、
新
し
い
概
念
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

応
仁
の
乱
は
無
意
味
な
戦
い
で
あ
っ
た
が
、
日
本
史
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
田
尚
樹
「
日
本
国
紀
」 


